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物  質  名 ブロモジクロロメタン ＤＢ－41 
別  名 － 構 造 式 

 
 
 
 

CAS番号 75-27-4 
PRTR番号 － 
化審法番号 － 
分子式 CHBrCl2 分子量 163.83 
沸点 90℃ 1) 融点 －57℃ 1) 
蒸気圧 50 mmHg（20℃）2) 換算係数 1 ppm = 6.70 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 2.00（実測値）3) 水溶性 3.03×103 mg/L（30℃、実測値）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 450 mg/kg  5)  
 ラット 経口 LD50 430 mg/kg  5)  
 ラット 経口 LDL0 20.5 mg/kg  5)  
 マウス 吸入 LCL0 450 mg/m3  5)  
 ラット 吸入 LCL0 100 ppm（670 mg/m3）(4hr) 5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、50、100 mg/kg/dayを 102週間（5日/週）強制経口投与した結果、50 mg/kg/day
以上の群の雌雄で尿細管の過形成、肝臓の脂肪変性、雄の尿細管上皮細胞で巨大細胞の発生

率増加、100 mg/kg/day群の雌雄で体重増加の著明な抑制、雌の肝臓で細胞質の好酸性の変化、
空胞化等がみられた 6) 。この結果から、LOAEL は 50 mg/kg/day（ばく露状況で補正：36 
mg/kg/day）であった。 

・ラットに 0、6、12、25 mg/kg/dayを 2年間飲水投与した結果、12 mg/kg/day以上の群の肝臓
で慢性炎症の有意な増加を認めたが、この変性は老齢ラットに自然発生する病巣と形態が一

致すると考えられ、また、腸管の細菌に感染したことによると考えられた。なお、6 mg/kg/day
以上の群で体重、生存率への影響はなかった 7) 。 

・ラットに 0、0.014、0.055、0.22％の濃度（雄で 6、26、138 mg/kg/day、雌で 8、32、168 mg/kg/day）
で 2年間混餌投与した結果、0.014％以上の群で肝臓相対重量の増加、肝臓の脂肪変性、肉芽
腫、0.22％群で腎臓相対重量の増加、胆管線維症がみられた 8) 。この結果から、LOAELは 0.014
％（6 mg/kg/day）であった。 

・マウスの雄に 0、25、50 mg/kg/day、雌に 0、75、150 mg/kg/dayを 102週間（5日/週）強制経
口投与した結果、25 mg/kg/day以上の群の雄で尿細管細胞の巨大細胞（細胞質及び核の拡大）
の著明な増加がみられ、肝臓の脂肪変性、甲状腺濾胞上皮細胞の過形成の増加もみられた。

雌では 75 mg/kg/day以上の群で体重増加の著明な抑制、生存率の有意な低下を認め、甲状腺
濾胞上皮細胞の過形成の増加もみられた 6) 。この結果から、LOAELは 25 mg/kg/day（ばく露
状況で補正：18 mg/kg/day）であった。 

・雌マウスに 0、9、18、36 mg/kg/dayを 2年間飲水投与した結果、9 mg/kg/day以上の群で試験
期間を通して体重増加の抑制がみられた。また、脾臓、腎臓、甲状腺等の種々の器官で組織

変性がみられたが、過去に同系統のマウスでみられた発生率の範囲内であった 7) 。この結果

から、LOAELは 9 mg/kg/dayであった。 
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生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、50、150、450 mg/L の濃度を飲水投与（0、4.1～12.6、11.6～40.2、29.5～109.0 
mg/kg/day）した二世代試験の結果、F0世代の対照群及び 450 mg/L 群の雄の各々1/30 匹、F1

世代の 450 mg/L群の雄 1/30匹が瀕死状態となって屠殺され、F1世代の 150 mg/L群の雄 1/30
匹、450 mg/L群の雄 2/30匹が死亡した。また、150 mg/L以上の群で飲水量の減少がみられ、
F0世代の 450 mg/L群及び F1世代の 150 mg/L以上の群で体重増加の有意な抑制を認めた。F1

世代の 150 mg/L 以上の群で、性成熟（雄で包皮分離、雌で膣の開通性）の遅延を認め、F1

世代の雌では発情休止期間の延長もみられた。仔では、F1、F2世代の 150 mg/L以上の群で哺
育期間から離乳後に低体重がみられ、F1 世代で著明であった。なお、交尾、生殖能等への影

響はなかった 9) 。この結果から、親ラット及び仔の NOAELは 50 mg/L（4.1～12.6 mg/kg/day）
であった。 

・ラットに 0、50、100、200 mg/kg/dayを妊娠 6日目から 15日目まで強制経口投与した結果、
200 mg/kg/day群で体重増加の抑制、肝臓及び腎臓重量の増加がみられ、胎仔では 50 mg/kg/day
以上の群で胸骨分節の異常の発生率が用量に依存して増加した 10) 。この結果から、母ラット

の NOAELは 100 mg/kg/day、胎仔の LOAELは 50 mg/kg/dayであった。 
・ラットに 0、2.2、18.4、45、82 mg/kg/dayを妊娠 6日目から 21日目まで飲水投与した結果、

2.2 mg/kg/day以上の群で用量に依存した飲水量の減少がみられ、45 mg/kg/day以上の群で摂
餌量の減少、体重増加の有意な抑制を認めた。胎仔では、2.2 mg/kg/day以上の群で胚や胎仔
の生存、成長、性比、外表系、軟組織、骨格への影響はなかったが、82 mg/kg/day 群で前肢
の指節骨、後肢の中足骨及び指節骨の骨化遅延がみられた 11) 。この結果から、NOAEL は母
ラットで 18.4 mg/kg/day、胎仔で 45 mg/kg/dayであった。 

・ウサギに 0、1.4、13.4、35.6、55.3 mg/kg/dayを妊娠 6日目から 29日目まで飲水投与した結果、
35.6 mg/kg/day以上の群で飲水量、摂餌量の減少、体重の抑制に有意差を認めた。胎仔では、
1.4 mg/kg/day以上の群で胚や胎仔の生存、成長、性比、外表系、軟組織、骨格への影響はな
かった 11) 。この結果から、NOAELは母ラットで 13.4 mg/kg/day、胎仔で 55.3 mg/kg/dayであ
った。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・長期または反復して経口摂取すると、腎臓、肝臓に影響を与え、機能障害を生じることがあ

る 12) 。 
・米国で水道水に含まれる消毒副生成物の摂取量と流産との関連を調べるために、妊婦 5,144
人を対象とした調査 13) 及びその結果を再検討するために消毒副生成物の濃度が高い地域と

低い地域を含む 3地域の妊婦 2,409人を対象とした調査 14) が行われた。前者（Wallerの研究）
では、本物質の濃度が 18 μg/L以上の冷水をコップ 5杯/日以上摂取した妊婦（高ばく露群）
を低ばく露群と比較した流産の調整オッズ比は 2.0（95％信頼区間 1.2～3.5）であったが 13)、

後者（Savitzの研究）では 1.6（同 1.0～2.4）であり、より詳細に本物質の濃度別に 5群に分
けた解析では濃度に依存した調整オッズ比の上昇は認められず、著者らは Wallerらのばく露
群の分類ではばく露量を正確に反映させていない可能性があるとして、流産との関連を否定

した 14) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：2B 15) 

 実験動物では発がん性が認められるものの、ヒトでの発がん性に関しては十分な証拠がないた
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め、IARCの評価では 2B（ヒトに対して発がん性があるかもしれない）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

  経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 6 mg/kg/day（肝臓
相対重量の増加、肝臓の脂肪変性など）を採用し、LOAEL であることから 10 で除した 0.6 
mg/kg/dayを暫定無毒性量等に設定する。 
  吸入ばく露について、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
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